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広 報

「じぶんのなまえ、よめるかな？」

～豊間内小に三つ子の姉妹が入学～

着 用 強 調 月 間
シートベルト・チャイルドシート

５月３１日まで

抱っこより  安心安全  チャイルドシート

は～い！ は～い！
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◆主な内容◆

・平成18年度当初予算　　　　　　　　②③

・国保　税率・入院時食事負担改正　　　 ④

・コトコト教室開催のお知らせ　　　　　 ⑤

・地域情報化推進アンケート結果　　　　 ⑤

・町職員の人事異動　　　　　　　　　 ⑥⑦

・五戸総合病院　５月の医師一覧　　　　　 ⑧

・町議会　第24回定例会　　　　　　　　　⑧

・防災行政無線統合　　　　　　　　　　　 ⑨

・農作業標準賃金　　　　　　　　　　　　 ⑪

・郷土探訪「村まつり  今と昔③五戸（下）」　 ⑫

は～い！
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　平成18年度の町の当初予算をお知らせします。国・地方を通じた厳しい財政状況から、一般会計予算は88億
8,370万円で、前年度当初に比べて１億1,424万円の減（1.3％の減）となりました。特別会計では、４月から健診
センターの業務を総合病院に統合したことにより、健診センター特別会計を廃止しました。また、上市川地区に
計画している住宅団地の用地取得と造成のための住宅用地造成事業等特別会計を新たに設けました。

平
成
18
年
度
当
初
予
算

【自 主 財 源】町が集める収入

【町　　　　税】町民の皆さんが町に納める税金

【繰　入　金】基金などの積立金から取り崩したお金、また
は他の会計から移動したお金

【分担金・負担金】法令や契約に基づいて町に支払われるお金

【使用料・手数料】町の施設の使用料や証明書などの交付手数料

【三位一体改革】①国庫補助負担金の廃止・縮小②地方交付税の改革③国から地方への税源移譲の三つを一体的に進めること

【依 存 財 源】国や県などからの収入

【地方交付税】所得税など国の税金の一部を、国が県や市町村
に交付するお金。使い道の指定はありません

【町　　　　債】町が国や銀行から借り入れるお金

【国・県支出金】国や県が、市町村に交付するお金。国や県から委託
された事業や特定の工事のために使われます

歳入・歳出 23億2,814万円

歳入・歳出 25億0,383万円

歳入・歳出 17億6,955万円

歳入・歳出 6億2,149万円

歳入・歳出 1億0,203万円

歳入・歳出 8,773万円

歳入・歳出 1億4,790万円

歳入・歳出 1億0,643万円

老人保健

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理施設事業

簡易水道事業

国民健康保険直診勘定

住宅用地造成事業等

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

※不足額は一時借入金で措置

28億2,018万円
31億2,113万円
1億6,307万円
2億3,592万円

病院事業

企業会計予算企業会計予算 特別会計予算特別会計予算

そ　の　他

労働費、諸支出金、
予備費

災害復旧対策のため商工業・観光振興
のため

議員報酬、議会運
営のため

消防、防災のため農林業振興のため道路整備、都市計
画、除雪などのため

－8,116円
29,660円

－1,395円
28,203円

＋116円
17,340円

＋51円
6,667円

＋7円
3,014円

＋13円
54円

＋2円
270円

災害復旧費商　工　費議　会　費消　防　費農林水産業費土　木　費

　
町
財
政
は
、
平
成
16
年
度
に
お

け
る
地
方
交
付
税
な
ど
の
大
幅
な

減
額
（
前
年
度
比
３
億
３
、０
０

０
万
円
超
の
減
）
の
影
響
を
そ
の

ま
ま
引
き
ず
っ
て
い
て
、
危
機
的

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
当
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
財
政
調
整
基
金
な

ど
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
歳
入

不
足
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
基
金
か
ら
繰
入
金
５
億
８
、

０
０
０
万
円
余
り
を
見
込
ま
ざ
る

を
得
ず
、
こ
れ
に
よ
り
基
金
は
ほ

ぼ
底
を
突
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革

は
ま
だ
途
上
で
、
今
後
さ
ら
な
る

交
付
税
な
ど
の
削
減
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
合
併
に
よ
る
職
員
削
減
な

ど
の
効
果
が
大
き
く
現
れ
る
ま
で

は
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
入

一般会計
歳　　入

用語解説

町　　税
13億628万円
14.7％

その他
3億9,865万円
4.5％

地方交付税
41億3,000万円
46.5％

国・県支出金
9億606万円
10.2％

町　　債
10億1,390万円
11.4％

地方消費税交付金
1億6,100万円　1.8％

その他の交付金など
3億8,550万円　4.3％

自主財源
22億8,724万円
　　 （25.7％）

依 存 財 源　　 
65億9,646万円

　（74.3％）

繰入金
5億8,231万円　6.6％

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、繰越金、
寄附金、諸収入

固定資産税
6億8,145万円

町民税
4億7,649万円

町たばこ税　1億395万円

軽自動車税　4,439万円

特別土地保有税　0万円
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総　務　費

職員給与、庁舎管
理、戸籍管理、徴税、
広報などのため

学校管理、教育・
文化・スポーツ振
興などのため

国などへの借入金
の返済のため

１８年 度
町民１人当たりに使われるお金

前年度比
高齢者・障がい者・
児童福祉のため

教　育　費公　債　費民　生　費

－2,685円
84,259円

＋3,526円
82,003円

＋19,612円
66,362円

－11,437円
59,987円

＋977円
44,973円

＋671円

１世帯当たりでは1,286,188円
前年度比　－20,322円

422,792円

ごみ処理、公衆衛
生、健康づくり、
斎場運営のため

衛　生　費

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
複
雑

多
様
化
す
る
行
政
需
要
で
す
が
、

そ
れ
ら
す
べ
て
に
応
え
る
に
は
、

今
般
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
施
策
の
緊
急
性
や

優
先
度
を
よ
く
考
え
、
限
ら
れ
た

予
算
を
重
点
事
業
な
ど
に
集
中
・

効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
構
想
、
ひ
ば
り
野
団
地

建
替
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
町
長
・
助
役
・
教

育
長
の
期
末
手
当
を
減
給
し
、
一

般
職
員
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
退

職
者
不
補
充
と
し
て
、人
件
費
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

歳
出

一般会計 88億8,370万円88億8,370万円（ ）前年度比
1億1,424万円の減
前年度比
1億1,424万円の減（ ）

一 般 会 計 の 主 な 事 業

・ベッドタウン推進事業……………………………
・ひばり野団地建替事業……………………………
・町道整備事業……………………………………
・除雪対策事業………………………………………
・上下水道整備事業………………………………
・適正な廃棄物処理とゴミ減量対策事業………

・老人福祉施設入所措置事業………………………
・身体障がい者施設訓練等支援事業………………
・知的障がい者施設訓練等支援事業……………
・放課後児童クラブ運営事業………………………
・延長保育促進事業……………………………………
・各種検診事業………………………………………
★ひばり野公園プール管理棟建設事業……………
・生涯スポーツ振興事業……………………………

・非常備消防団運営事業……………………………
・まちづくり主要プロジェクト推進事業……………
・地域振興基金積立事業…………………………

5,549万円
4,309万円

1億1,946万円
4,543万円

3億5,532万円
1億8,784万円

1,952万円
6,070万円

1億2,579万円
1,320万円
426万円

5,190万円
4,915万円
3,966万円

4,720万円
652万円

1億1,100万円

★特産品消費拡大事業……………………………………
★強い農業づくり交付金事業………………………
★豊間内地区経営体基盤整備事業……………………
・農村整備事業……………………………………
・五戸南地区中山間地域総合整備事業……………
・夢の森・倉石地区中山間地域総合整備事業………
・地産地消事業…………………………………………
・さくらんぼ振興事業…………………………………
★五戸町大規模林野火災復旧支援事業………………
・商工振興事業………………………………………
・生活路線バス運行維持事業………………………

・奨学金貸付事業……………………………………
★学校給食センター整備事業……………………
・国際交流事業…………………………………………
・町民文化講演会事業…………………………………

★印は、新規事業

50万円
1,286万円
574万円

1億6,258万円
7,849万円
981万円
152万円
237万円
549万円

4,999万円
1,134万円

5,196万円
5億0,657万円

795万円
451万円

潤いのあるまちづくり 活力のあるまちづくり

心豊かなひとづくり

生きがいのあるまちづくり

やすらぎのあるまちづくり

一般会計
歳　　出

※「町民１人（１世帯）当たりに使われるお金」＝「一般会計歳出予算額」÷「平成18年４月１日現在の町の人口（世帯数）」

民  生  費
17億7,044万円

19.9％

公  債  費
17億2,305万円

19.4％

土木費
6億2,322万円

7.0％

衛  生  費
9億4,498万円

10.6％

教  育  費
13億9,440万円

15.7％

総  務  費
12億6,045万円

14.2％

消防費　3億6,435万円　4.1％

災害復旧費　112万円　0.0％

議会費　1億4,008万円　1.6％

その他　568万円　0.1％

目的別の使途

88億8,370万円

農林水産業費
5億9,260万円

6.7％

商工費　6,333万円　0.7％
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所 得 割 率

資 産 割 率

均 等 割 額

平 等 割 額

6.00％

4,800円

4,100円

9.00％

6,600円

5,800円

介護納付金分 改 正 前

0.70％ 0.90％

改 正 後
応
能
割

応
益
割

所 得 割 率

資 産 割 率

均 等 割 額

平 等 割 額

50.00％

32,000円

40,000円

50.00％

31,000円

39,000円

医療給付費分 改 正 前

7.00％ 7.50％

改 正 後
応
能
割

応
益
割

・応能割…世帯の経済的能力に応じて算定
　　　　　所得割…国保加入者の所得に応じて算定
　　　　　資産割…国保加入者の所有する土地・建物の固定
　　　　　　　　　資産税額に応じて算定

・応益割…世帯が行政サービスから受ける利益に応じて算定
　　　　　均等割…国保加入者１人当たりいくらとして算定
　　　　　平等割…１世帯当たりいくらとして算定

変 　 更 　 前 変 　 更 　 後

q   一 般 の 方 １日につき　780円

１日につき　650円

１日につき　500円

１日につき　300円

１食につき　260円

１食につき　210円

１食につき　160円

１食につき　100円
e    wのうち、所得が一定の基準に満たない70歳以
       上の方など

入院時の食事の負担が、１日単位から、１食単位に変更されました。

平成18年度から国民健康保険税の税率が次のように変わります。

　　　　　　　　　国保税の税額は、各市町村がその年度に必要な医療費の総額（推計）から、国などの補助金

を差し引いた額を、各世帯に割り当てしているものです。各市町村における国保税の総額に占める応能割と応益

割の比率は、50％ずつが基本とされていて、これに準じない市町村は、国などの補助金が減額となり、低所得

世帯に対する税額軽減措置の減額率も低くなってしまいます。

　五戸町では、平成18年度の応能割と応益割の比率をおおむね50％ずつとし、低所得世帯に対する税額軽減措

置の減額率を維持するため、国保税額を次のとおり改正しました。

・上記のwおよびeに該当する方は、減額認定証を被保険者証等に添えて医療機関の窓口に提出する
　ことにより、減額が受けられます。

・医療機関で提供される食事の内容が変わるものではなく、食事の負担額について、食数にかかわら

　ず１日単位で計算していたものを、１食単位の計算に変更するものです。

　　　　　　　　　介護保険料は、介護保険事業計画の見直し

に応じて３年ごとに見直されます。五戸町では、介護サービス

費用が増加しており、介護保険第２号被保険者（40歳以上65歳未

満の方）の負担分が不足しているため、右のとおり改正しました。

　※平成17年度倉石地区で適用していた税率に統一しました。

医療給付費分

介護納付金分

問い合わせ先　役 場 住 民 課 　国 保 班　2６２－７９５９（直通）

国民健康保険・老人保健からのお知らせ

４月１日から健康保険法等の規定に基づいて４月１日から健康保険法等の規定に基づいて

国民健康保険税の税率が変わります

入院時の食事についての負担方法が変わりました

w    町民税非課税の世帯に属する方など（e以外の方）

　　　過去１年間の入院日数が90日を超え認定されている方
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掲示
板

掲示
板

掲示
板 《みんなの健康づくりと介護予防》その ㈰  　福祉課

資
源
ご
み
の

　  

出
し
方
に
つ
い
て

缶|

資
源
ご
み
袋（
緑
）

プ
ラ
容
器
は
洗
浄
を

◆「トコトコ教室」開催のお知らせ（町の委託事業です）

【トコトコ教室開催予定会場】

　介護予防は元気なうちから始めるのが一番！ 
体操・ゲーム・屋外活動・もの作り・健康づくりの話
など毎回たのしい催しを準備しています。
心と身体をみんなで動かしましょう！

18年度開催予定の会場は、下記のとおりです。
地元以外の教室に参加してもかまいません。
開催回数や日時は、地域によって異なります。
詳しくは、下記の事業者へお問い合わせください。

・町立公民館
・蛯川公会堂
・川原町自治会館

・しんせい五戸
　B棟

・石沢地区公民館
・保健福祉センター
・倉石温泉

ハピネス
62－6999

しんせい五戸
まごころ会

62－6342
社会福祉協議会
（倉石事業所）

77－3330

・石呑生活館
・池ノ堂自治会館
・北市川　  〃
・下　区公民館
・切谷内　〃
・佐　野集会所
・八　区自治会館

・豊間内コミュニティセンター
・浅水活性化センター
・北　向自治会館(浅水)
・上豊川　  〃
・手倉橋　  〃
・荷軽井　  〃
・野　沢　  〃
・扇　田　  〃�

コスモス
61－5000

ルピナス
61－8311

会　　場 事 業 者 会　　場 会　　場事 業 者 事 業 者

自分自身の権利を守るために 、覚えておきましょう！

　「高齢者虐待防止法」　高齢者の権利を守り、高齢者を養護している方を支援するための法律が平成18年 4 月 1 日
から施行されました。虐待を発見したり、もしかして虐待かな？　と思ったら町に通報・相談してください。

役場福祉課（基幹型在宅介護支援センター）2６２－２１１１　内線２５４

　
資
源
ご
み
で
あ
る
缶
を
燃
え
な
い

ご
み
袋
に
入
れ
る
た
め
、
回
収
さ
れ

な
い
で
残
っ
て
い
る
例
が
増
え
て
い

ま
す
。
袋
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
・
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
洗
わ
ず
に
、

そ
の
他
の
資
源
ご
み
に
出
し
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
不
純
物
が
混
じ
る
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
不
向
き
に
な
り
ま

す
の
で
、
洗
浄
し
て
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

資
源
ご
み
を
売
却
し
収
入
に
し
て
い

ま
す
。
資
源
ご
み
の
適
正
分
別
は
経

費
削
減
に
な
り
、
町
が
同
組
合
に

支
払
う
ご
み
処
理
負
担
金
の
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
の
ご
み
処
理
負
担
金
は

１
億
３
、
１
０
０
万
円

（
町
民
１
人
当
た
り
６
、
２
３
５
円
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　2

62
│
７
９
５
８
（
直
通
）

地
域
情
報
化
推
進
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
町
で
は
、
合
併
に
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
や
情
報
格
差
の
解
消

を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）を
活
用
し
た
情
報
化
施
策

構
築
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
町
民
の
中
か
ら
一
定

条
件
の
下
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

３
８
１
世
帯
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
結
果
、
１
６
２
件
の
回
答
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
14
設
問
中
、
主
な
も
の
を
表
中

に
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
関
心
は
高
く
、

難
視
聴
解
消
の
要
望
が
強
い
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
す
。
他
の
回
答
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w

w
.tow

n.gonohe.aom
ori.jp

）

で
詳
細
を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│

２
１
１
１
内
線
２
３
５

電話

内容まで
知っている

名前だけ
知っている 知らない 無回答

携帯電話・
ＰＨＳ ＦＡＸ パソコン 特に利用

していない その他

136

パソコン 携帯電話・PHS 利用していない
48 28 95

思う 思わない 無回答
35

33 78 13 38

加入する 料金等をみて
加入する 無回答

26 95 34 7

40 20

112 59 52 9 1

Q１．どのような情報通信機器を利用していますか。

Q３．ご自宅で、何を使ってインターネットを利用していますか。

Q９．（インターネット未利用の方）今後インターネットを利用したいと思いますか。

Q10．ケーブルテレビについて知っていますか。

Q11．ケーブルテレビが整備されたら加入したいと思いますか。

加入しない
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総合病院長　　　　　　　蝦　名　宣　男　（総合病院長　　　   
健診センター所長兼務）

総合病院副院長　　　　
健診センター所長事務取扱 　井戸川　敏　彦　（総合病院副院長　   

川内診療所長事務取扱 ）
総合病院副院長　　　
川内診療所長事務取扱　　新井田　修　久　（総合病院副院長）

総合病院内科医長　　　　矢田部　宏　一　（総合病院内科副医長）

総合病院技師長　　　　　川　h　弘　司　（総合病院技師長　
健診センター兼務）

総合病院技師長　　　　　竹　洞　義　信　（総合病院技師長　
健診センター兼務）

総合病院主任技師　　　　豊　田　光　枝　（健診センター主任技師
総合病院兼務　　　 ）

総合病院主任技師　　　　晴　山　祐　一　（健診センター主任技師
総合病院兼務　　　 ）

総合病院主任技師　　　　門　馬　道　子　（健診センター主任技師
総合病院兼務　　　 ）

総合病院主任技師　　　　川　崎　　　禎　（健診センター主任技師
総合病院兼務　　　 ）

【医療職】

【医療職】

総務課主査　　　　　　　櫻　井　篤　史　（農林課主査）

総務課主査　　　　　　　金　澤　淳　子　（教育委員会学務課主査）

総務課主査　　　　　　　中　里　優　毅　（総務課主事）

財政課主査　　　　　　　a　谷　英　樹　（財政課主事）

税務課主査　　　　　　　中　村　美奈子　（倉石支所主査）

福祉課主査　　　　　　　下　田　雅　彦　（八戸地域広域市町村圏
事務組合派遣　　 ）

福祉課主査　　　　　　　中　里　ゆりえ　（福祉課主事）

農林課主査　　　　　　　下川原　謙　一　（農林課主事）

農林課技査　　　　　　　小笠原　裕　也　（農林課技師）

総合病院主任技師
４級格付　　　 　　　　瀬　川　明　由　（総合病院主任技師

健診センター兼務）
総合病院主任技師　　　　菅　澤　忠　夫　（総合病院主任技師

健診センター兼務）
総合病院主任技師　　　　山　崎　　　剛　（総合病院主任技師

健診センター兼務）
総合病院主任技師　　　　山　本　　　均　（健診センター主任技師

総合病院兼務　　 ）
総合病院主任技師　　　　寺　澤　博　幸　（総合病院主任技師

健診センター兼務）
総合病院技師　　　　　　黄川田　千賀子　（総合病院技師　　

健診センター兼務）
総合病院技師　　　　　　留　目　恒　一　（総合病院技師　　

健診センター兼務）
総合病院技師　　　　　　仁　和　一　夫　（健診センター技師

総合病院兼務　 ）
総合病院技師　　　　　　種　市　　　瞳　（総合病院技師　　

健診センター兼務）
総合病院技師　　　　　　哘　h　将　一　（総合病院技師　　

健診センター兼務）
総合病院副看護師長　　　新井山　光　子　（健診センター副看護師長

総合病院兼務　　 ）
総合病院主任看護師　　　田　島　栄美子　（訪問看護ステーション

主任看護師　　　 ）
総合病院主任看護師　　　鳥谷部　徳　子　（訪問看護ステーション

主任看護師　　　 ）
総合病院主任看護師　　　藤　井　るみ子　（訪問看護ステーション

主任看護師　　　 ）
総合病院主任看護師　　　川　崎　知香子　（総合病院看護師）

総合病院主任看護師　　　中　村　千加子　（総合病院看護師）

総合病院主任准看護師　　福　山　昭　子　（健診センター主任准看護師
総合病院兼務　　　　　　）

介護保険課長補佐　
介護認定調査担当 　　　中　里　みつ子　（訪問看護ステーション所長）

保健衛生課栄養士　　　　小　村　優　子　（倉石保育所栄養士）

建設課主査　　　　　　　野々宮　規　晋　（建設課主事）

教育委員会学務課主査　　中　里　幸　恵　（総務課主査）

教育委員会社会教育課　
社会教育主事　主査に昇任 　新井山　咲　子　（教育委員会社会教育課

社会教育主事　　 ）

【主査級】

税務課主事　　　　　　　小　泉　安　子　（上市川保育所保育士）

総合病院主事　　　　　　宮　野　奈津子 （総合病院主事補）

教育委員会学務課主事　　越　後　大　祐　（倉石支所主事）

教育委員会　　　
社会教育課主事　　　　　石ヶ森　謹　夫　（税務課主事）

【主事級】

総合病院技能主事　　　　行　　　幸　子　（倉石保育所技能主事）

教育委員会学務課　　　
蛯川小学校技能主事　 　a　村　静　子　（倉石診療所技能主事）

教育委員会学務課　　　
南小学校技能主事　　 　守　田　幸　子　（倉石支所技能主事）

【技能職】

総務課主幹　　　　　　
三戸郡福祉事務組合へ 　大　山　美智子　（倉石保育所保育士）

総務課主幹　　　　　　
三戸郡福祉事務組合へ 　丸　谷　光　子　（切谷内保育所保育士）

【派　遣】

（行政職）
大久保　勇　藏　（参事・財政課長事務取扱）

田　中　　　猛　（参事・税務課長事務取扱）

梅　津　眷　晃　（参事・倉石診療所事務長事務取扱）

佐々木　　　崇　（教育委員会学校給食センター所長）

瓦　吹　政　春　（浅田保育所長）

（医療職）
戸　来　ひとみ　（総合病院主任看護師）

鈴　木　良　子　（総合病院主任看護師）

小笠原　満　子　（総合病院看護師）

平　脇　佳　苗　（総合病院看護師）

【退　職】（平成18年３月31日付）

　４月１日付で町職員の人事異動が行われましたのでお知らせします。
　なお、４月から倉石保育所が民営化、訪問看護ステーションが廃止、健診センターの業務が総合病院に
統合となりました。
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参事・建設課長事務取扱　 中川原　　　經　（参事・農林課長
事務取扱　　 ）

参事・　　　　　　　　 　
倉石診療所事務長事務取扱 　 太　田　嚴　男　（参事・教育委員会社会教育課長

事務取扱スポーツ振興公社担当 ）
参事・教育委員会　　　
学校給食センター所長事務取扱 　坂　本　　　優　（参事・教育委員会　

町立公民館長事務取扱）
参事・教育委員会　　
町立公民館長事務取扱　　大　西　眞　一　（参事・健診センター

事務局長事務取扱　）
財政課長　　　　　　　　大　澤　正　美　（財政課長補佐）

企画振興課長　　　
地域振興公社担当 　　　北　村　　　勉　（企画振興課長補佐

地域振興公社担当）
議会事務局長　　　　　　大久保　幸　雄　（出納室長補佐）

教育委員会社会教育課長
スポーツ振興公社担当 　川　村　秀　夫　（教育委員会　　　

社会教育課長補佐 ）

【参事・課長級】

【課長補佐級】

参事・企画振興課　　　 　
まちづくり推進室長事務取扱 大久保　與　一　（企画振興課　　　　

まちづくり推進室長）
参事・税務課長事務取扱　 小　渡　公　夫　（参事・住民課長

事務取扱　　 ）
参事・住民課長事務取扱　 佐々木　十　三　（参事・議会事務局長

事務取扱　　　　 ）
参事・農林課長事務取扱　 畑　山　光　敏 （参事・建設課長

事務取扱　　 ）

財政課長補佐　　　　　　松　坂　久　春　（企画振興課　
企画振興班長）

税務課長補佐　　　　　　三　浦　笑　子　（総務課　　　
庶務人事班長）

税務課長補佐　
地籍図修正担当　　　　　小　村　光　明　（農林課長補佐

五戸台地担当）
建設課長補佐　　
住宅団地建設担当　　　　岩　沢　由　法　（建設課都市計画班長）

総合病院事務局次長
健診班担当　　　 　　　三　浦　喜　之　（財政課財政班長）

出納室長補佐　　　　　　小　泉　壮　悦　（総務課長補佐）

浅田保育所長　　　　　　守　田　亮　一　（倉石保育所長）

教育委員会　　　
社会教育課長補佐　　　　佐々木　勝　美　（税務課長補佐）

総務課庶務人事班長　　　鈴　木　哲　子　（住民課戸籍住民班長）

財政課財政管財班長　　　小　村　一　弘　（財政課契約管財班長）

企画振興課企画振興班長　佐々木　健　一　（介護保険課介護保険班長）

介護保険課介護保険班長　平　野　泰　雄　（介護保険課主幹）

住民課戸籍住民班長　　　金　子　尚　弘　（企画振興課主幹）

【班長・主幹・総括主査級】

倉石支所主幹　　　　　　大　沢　惠美子　（教育委員会学務課主幹）

倉石支所主幹　　　　　　山　田　優　伸　（川内支所主幹）

税務課主幹　　　　　　　川　村　久　美　（出納室主幹）

税務課主幹　　　　　　　川　h　貢　義　（建設課主幹）

介護保険課主幹　　　　　田　中　況　子　（保健衛生課主幹）

住民課主幹　　　　　　　川　h　幸　子　（税務課主幹）

農林課主幹　　　　　　　酒　井　正　志　（福祉課主幹）

総合病院主幹　　　　　　向　山　理都子　（健診センター主幹）

総合病院主幹　　　　　　上　山　なお子　（健診センター主幹）

倉石診療所主幹　　　　　大　西　惠　子　（訪問看護ステーション主幹）

出納室主幹　　　　　　　深　畑　二三子　（浅田支所主幹）

川内支所主幹　　　　　　巴　　　えみ子　（上市川保育所保育士）

浅田支所主幹　　　　　　中　田　長　子　（倉石保育所主任保育士）

浅田保育所保育士　　　　赤　坂　春　子　（倉石保育所保育士）

浅田保育所保育士　　　　赤　坂　輝　子　（倉石保育所保育士）

切谷内保育所保育士　　　手倉森　鈴　子　（倉石保育所保育士）

切谷内保育所保育士　　　竹　原　文　子　（倉石保育所保育士）

切谷内保育所保育士　　　小　渡　むつ子　（倉石保育所保育士）

上市川保育所保育士　　　a　嶋　千恵子　（切谷内保育所保育士）

上市川保育所保育士　　　竹　洞　修　子　（倉石保育所保育士）

財政課総括主査　　　　　竹　洞　晴　生　（農林課総括主査）

企画振興課総括主査　　　石　田　博　信　（総務課総括主査）

福祉課総括主査　　　　　服　部　幸　子　（倉石保育所保育士）

農林課総括主査　　　　　赤　坂　和　浩　（企画振興課　　　　
まちづくり推進室主査）

建設課総括主査　　　　　志　村　　　要　（教育委員会　     
社会教育課主査 ）

建設課総括技査　　　　　小　村　隆　幸　（建設課技査）

上下水道課総括技査　　　三　浦　武　寛　（上下水道課技査）

切谷内保育所保育士　　　早　狩　千　春　（倉石保育所保育士）

上市川保育所保育士　　　岩　崎　昭　子　（倉石保育所保育士）

教育委員会社会教育課総括主査　
スポーツ振興公社担当　 　大　山　和歌子　（浅田保育所保育士）

【班長・主幹・総括主査級】

農林課農村整備班長　　　
五戸台地担当　　　　　 柳　沢　一　範　（上下水道課総務班長）

上下水道課総務班長　　　赤　坂　恵　一　（倉石支所総務班長）

総合病院健診班長　　　　橘　　　佳世子　（健診センター総務班長）

建設課都市計画班長　　　佐々木　万　悦　（企画振興課　　　　
まちづくり推進室主幹）

総務課長補佐　　　　　　竹　原　正　悦　（総務課長補佐
行政改革担当）

町 職 員 の 人 事 異 動

（　）は前職



議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会
（
第
24
回
）
が
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、

平
成
18
年
度
当
初
予
算
な
ど
46
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
五
戸
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本

　
部
条
例
、
五
戸
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例

　
国
の
法
律
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
事
態
に
お
け

る
国
民
保
護
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）、

　
五
戸
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

　
条
例
（
一
部
改
正
）

　
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
町
長
・
助
役
・
教
育
長

の
平
成
18
年
度
に
お
け
る
期
末
手
当
を
20
％
減
額
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
職
員
の
給
料
月
額

と
勤
勉
手
当
の
額
、
昇
給
制
度
な
ど
を
改
定
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

　
一
般
病
床
１
９
８
床
を
１
７
４
床
に
改
め
ま
し
た
。
ま

た
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
病
院
事
業
に
統
合
す
る
た

め
の
所
要
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
北
都
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
を
小
渡
平
公
園
の
指
定

管
理
者
に
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
の
期
間
は
、
平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

i

●３月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,579
（14,956）
13,114

（13,257）
52,621

（52,413）
33,609

（37,745）

12,652
（12,673）
12,624
（12,398）

13,589
（12,321）

18,065
（18,147）

18,120
（16,351）

15,086
（15,941）

11,089
（11,128）
12,243

（12,427）
12,342
（12,271）

12,052
（12,504）
12,486

（12,363）

12,364
（12,429）
12,383

（12,019）
 4,522

（13,688）
12,716

（12,385）

12,882
（12,947）

12,350
（12,070）

18,515
（18,350）

12,350
（12,070）

12,026
（12,035）
11,552

（12,829）
23,733

（23,755）
16,808

（17,589）

12,773
（12,804）
12,609

（12,663）
18,511

（18,554）
15,475

（17,174）

皮膚科
12,237
（12,277）
12,350
（12,070）
12,387
（12,700）
12,350
（12,070）

111,346
（111,825）
115,367
（115,464）
128,526
（126,462）
155,769
（161,518）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,744
（12,576）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
５
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

108

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

医
　
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

林
　
　
啓
一

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

白
崎
　
理
喜

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考



o

　

葉
　
　
　
桜
　（
観
音
堂
）　

か
　
　
　
く
　（
天
満
後
）　

幸
　
　
　
子
　（
ひ
ば
り
野
）　

恵
　
　
　
女
　（
川
原
町
）　

友
　
　
　
子
　（
沢
　
向
）　

芳
　
　
　
実
　（
中
道
十
文
字
）　

禮
　
　
　
子
　（
地
蔵
平
）　

マ
　
サ
　
子
　（
豊
間
内
）　

悦
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）　

花
　
　
　
絵
　（
新
　
丁
）　

英
　
　
　
子
　（
愛
宕
下
タ
）　

丸
　
　
　
子
　（
竹
　
原
）　

あ
　
や
　
子
　（
川
原
町
）　

さ
　
ざ
　
え
　（
大
学
沢
）　

 

實
　
　
　（
新
蔵
長
根
）　

雪
　
　
　
魚
　（
川
原
町
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

木
　
瓜
　
子
　（
浅
　
水
）　

　

あ
　
　
　
さ
　（
中
　
崎
）　

　
佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　　

角
　
　
　
拝
　
　
　
　
　
　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

　
橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上
市
川

中
　
区

い

つ

ま　

ご

マ

ミ

ー

〈
俳
句
〉

病
窓
の
明
る
き
夕
餉
春
の
月

〈
短
歌
〉

何
時
日
な
き
夢
追
か
け
し
此
の
世
ま
で

過
去
す
て
て
今
幸
せ
有
り
し　

残
雪
の
い
つ
し
か
消
え
て
春
う
ら
ら

窓
辺
の
鉢
花
宿
か
え
ら
れ
て　
　

つ
ぎ
つ
ぎ
と
受
注
の
花
木
届
く
な
り

春
の
ぬ
れ
雪
に
し
ば
し
囲
い
て

い
い
温
だ
ネ
ス
ー
牧
場
温
泉
ご
の
時
世
に

無
料
で
の
お
温
こ
の
有
難
さ　
　

福
寿
草
粉
雪
の
中
咲
き
誇
り

年
齢
な
る
我
を
は
げ
ま
し
く
れ
て　

ト
ン
カ
ン
と
弾
む
大
工
の
春
の
音
に

今
日
は
一
日
沈
ま
ず
に
お
り　

年
と
れ
ば
み
ん
な
同
じ
と
心
得
て

介
護
よ
ろ
し
く
頼
む
み
な
さ
ん　

猫
の
チ
ビ
我
が
家
に
き
て
九
年
過
ぎ

家
族
を
癒
や
し
子
猫
残
し
て
逝
く

う
れ
し
く
て
え
が
お
こ
ぼ
れ
る
一
年
生

あ
し
お
と
か
る
く
か
け
出
し
て
い
く　

曾
孫
抱
け
ば
必
ず
せ
が
む「
あ
〜
ん
し
て
」と

入
れ
歯
の
不
思
議
こ
わ
ご
わ
の
ぞ
く　

ゆ
う
げ

こ

ゆ

と

し

ゆ

こ ち ら は 防 災 五 戸 広 報 で す
～ 防 災 行 政 無 線 を 統 合 し ま し た ～

こ ち ら は 防 災 五 戸 広 報 で す

　町が整備を進めていたデジタル防災行政無線がこのほど完成し、４月１日から運用を開始しました。これ
まで放送業務は、旧五戸町地区と旧倉石村地区それぞれで行っていましたが、本庁舎から町内全域に放送が
可能になりました。

放送内容を電話で確認できます。　‡６１－１１０６
　防災行政無線で放送されたメッセージを電話で聞くことができます。上記の番号に電話をかけ、
音声ガイダンスに従ってプッシュホンを押してください。

※メッセージは放送後２４時間で自動的に消去されます。※つながらない場合は、しばらく時間を置いてかけ直してください。

問い合わせ先　役場総務課　‡６２－７９５０（直通）

〈
川
柳
〉

よ
く
ぞ
來
た
傘
寿
の
坂
を
乗
り
越
え
て

洗
濯
機
冬
を
集
め
て
春
の
音

園
芸
の
チ
ラ
シ
が
春
に
点
火
す
る

退
院
日
春
の
足
音
荷
も
軽
く

時
刻
む
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
ま
た
町
の
顔

聖
堂
の
賛
美
歌
澄
ん
で
ゆ
く
心

赤
青
黄
食
べ
な
さ
い
よ
と
母
の
声

滑
り
出
し
良
い
が
な
か
な
か
続
か
な
い

滑
っ
て
も
起
き
れ
ば
い
い
さ
今
に
見
ろ

す
べ
ら
な
い
足
場
固
め
て
ジ
ミ
に
生
き

幸
不
幸
隣
り
の
芝
生
青
く
見
え

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
遠
い
彼
方
の
人
を
恋
う

今
日
も
雪
春
の
足
音
遠
く
し
て

骨
ま
で
と
歌
っ
た
遠
い
過
去
を
恋
い

異
動
期
の
う
わ
さ
社
内
を
駆
け
巡
る

ム
ー
ド
派
の
耳
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
少
し
酔
い

ホ
ー
ホ
キ
ョ
キ
ョ
稚
児
の
片
言
聞
い
て
る
み
た
い

剪
定
で
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
ま
ね
年
を
知
る

入
学
式
か
ば
ん
に
大
き
な
子
等
の
夢

豊
作
と
決
め
て
塩
選
に
と
り
か
か
る

人
あ
ふ
れ
申
告
ま
ち
て
三
句
で
き



!0

英
語
技
能
検
定
試
験

又
重
交
流
館
廃
止
に
つ
い
て

●
日
　
時

・
一
次
試
験

　
平
成
18
年
６
月
11
日
（
日
）

・
二
次
試
験

　
平
成
18
年
７
月
９
日
（
日
）

●
場
　
所

・
本
会
場

　
国
立
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

・
準
会
場

　
各
中
学
・
高
校
、予
備
校
、塾
な
ど

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
５
月
18
日
（
木
）

●
申
し
込
み
方
法

　
準
会
場
、
特
約
書
店
、
コ
ン
ビ

ニ
、
郵
便
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。（
料

金
は
級
と
会
場
で
異
な
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
英
語
検
定
協
会

　
八
戸
会
場
実
施
委
員
　
佐
藤

　
℡
０
５
０
│
７
５
２
８
│
７
７
４
６

　
　http://w

w
w

.eiken.or.jp/

　
平
成
18
年
３
月
31
日
付
で
又
重

交
流
館
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
３

十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
行
政
改
革
大
綱

　
十
和
田
市
や
五
戸
町
な
ど
６
市

町
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
し
尿

処
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
十
和
田

地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
で
は
、

平
成
８
年
に
策
定
し
た
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
い
て
効
率
的
な
管
理

運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
新
た
な
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た
。

●
推
進
事
項

○
事
務
事
業
の
廃
止
・
統
合

・
一
般
会
計
の
ほ
か
に
あ
る
２
つ

の
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
一
般

会
計
へ
一
本
化
し
ま
す
。

（
平
成
18
年
度
実
施
）

・
本
事
務
組
合
と
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
と
の
統
合
を
目
指

し
ま
す
。
（
平
成
19
年
度
目
標
）

○
定
員
管
理
関
係

業
務
の
民
間
委
託
を
進
め
る
と

と
も
に
、
退
職
者
補
充
は
必
要

最
低
限
と
し
、
再
任
用
・
非
常

勤
職
員
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
事
務
局

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

55 

│ 

２
１
７
８

ロ

シ

ア

ハ

バ

ロ

フ

ス

ク

青
年
交
流
事
業
参
加
者
募
集

　
県
で
は
、
平
成
18
年
度
ロ
シ
ア

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
青
年
交
流
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
時
期

平
成
18
年
８
月
６
日（
日
）か
ら

　
　
　
　
　
　
13
日（
日
）ま
で

●
対
　
　
象

県
内
在
住
の
18
歳
か
ら
お
お
む

ね
35
歳
ま
で
の
青
年

●
費
　
　
用

訪
問
費
用
と
し
て
１
人
に
つ
き

７
３
、０
０
０
円

●
募
集
人
数

　
17
人

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
５
月
26
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
２
２
４

　
　http://www.pref.aom

ori.lg.jp/

大
字
切
谷
内
字
段
ノ
森
31
│

１

　
　
　
　
　
　
田
２
、６
５
５
㎡

　
同
　
所
　
　
　
　
　
31
│

２

　
　
　
　
　
　
田
１
、２
０
２
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
５
月
19
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

URL

URL農
地
の
買
受
人
募
集

　
県
税
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
口
座
振
替
で
き
る
県
税

自
動
車
税
、個
人
事
業
税
、法
人

県
民
税
・
事
業
税
、軽
油
取
引
税

●
申
し
込
み
方
法

通
帳
と
預
金
届
出
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
最
寄
り
の
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
県
税
部
、
県
税
事

務
所
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
金
融
機
関

県
内
の
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、

青
森
県
信
用
組
合
、
東
北
労
働

金
庫
、
農
業
協
同
組
合
な
ど

※
県
内
支
店
口
座
か
ら
の
振
替
に

限
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
（
旧
八
戸
県
税
事
務
所
）

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
５
７

県 税だより
県
税
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

－大空に夢をはこぶ町－
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土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
　
時

平
成
18
年
５
月
31
日（
水
）ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
30
分
ま
で

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、委
任
状
が
必
要
）

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１

内
線
１
２
６
・
１
２
７

あ

な

た

の

相

談

相

手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

い
つ
も
そ
ば
に
い
ま
す

　
「
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
わ
が
子

に
つ
い
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
」「
高

齢
の
両
親
の
介
護
に
疲
れ
て
い
る
」

「
子
ど
も
が
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち

だ
」な
ど
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
心
配
ご
と
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
心
配
ご
と
を
解
決
し
て

い
く
の
が
、
法
律
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
た
地
域
住
民
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
」
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
、ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

●
種
　
別
　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

平
成
18
年
６
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
６
月
24
日（
土
）

・
十
和
田
市

平
成
18
年
６
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
６
月
25
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

平
成
18
年
５
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
５
月
17
日（
水
）ま
で

※
今
年
度
か
ら
一
般
・
高
校
生
の

区
分
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

7
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

１
９
０
２

４・5月の
行事予定
４・5月の
行事予定

５月の
相 　 談
５月の
相 　 談

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■５月６日（土）科学教室～おもしろカイトを作ろう
　１０：００～   町図書館　※時間が変更になりました。

■春季スポーツまつり
■４月２９日（土）

中学校ソフトテニス大会　８：３０～　ひばり野公園
中 学 校 野 球 大 会　　〃　　　　　　〃
子どもサッカー大会　　〃　　　　　　〃

■４月３０日（日）
ゲ ー ト ボ ー ル 大 会　８：３０～　五 戸ドー ム
中 学 校 野 球 大 会　　〃　　　ひばり野公園
ア ー チ ェ リ ー 大 会　９：００～　　　　〃

■５月３日（水）
マ ラ ソ ン 大 会　８：３０～　五 戸 小 学 校
中学校ソフトテニス大会　　〃　　　ひばり野公園
ミニバスケットボール大会　　〃　　　倉石スポーツセンター

■５月４日（木）
ミニバスケットボール大会　８：３０～　倉石スポーツセンター
中学校サッカー大会　９：００～　ひばり野公園

■５月５日（金）
中学校サッカー大会　９：００～　ひばり野公園

■５月１４日（日）
卓 球 大 会　８：３０～　五 戸 中 学 校

相談は無料です
■９日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター
■２３日（火）困りごと・行政合同特設相談
　１３：００～１６：００　社会福祉センター
　　※倉石温泉での行政相談は休みです。

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課
■交通事故移動相談　℡０１７－７３４－９２３５

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
す
る
う
え
風
の
強
い
季
節
で
す
。
入

山
や
農
作
業
の
際
は
、火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

貴
重
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
農
林
課

山
火
事
注
意

農作業標準賃金
平成18年度五戸町農作業標準賃金を次のとおり決めました。皆さんのご協力をお願いします。

種　　　目

アゼ塗り（機械）１メートル ３０ 円

４,０００ 円

５,０００ 円

４,８７０ 円

５,０００ 円

４,８７０ 円

４,８７０ 円

５,０００ 円

４,８７０ 円

５,０００ 円

１１,０００ 円

１０,０００ 円

10 ア ー ル

10 ア ー ル

10 ア ー ル

10アール（結束付）

（結束なし）

10 ア ー ル

８ 時 間

８ 時 間

８ 時 間

〃

〃

〃

人　　　手

機　　　械

人　　　手

機　　　械

コンバイン

人　　　手

バインダー（ひも除き）

除　　　　   草

耕　　起（ 〃 ）

代 か き（ 〃 ）

基準単位 賃　　　金

水
　
　
　
　
　
田

田  

植

刈  

取

脱
　
　
穀

種　　　目

耕　　起（機械） 10 ア ー ル ３,０００ 円

にんにくマルチャー 10 ア ー ル ３,０００ 円

４,８７０ 円

３５ 円

４,８７０ 円

４,８７０ 円

４,８７０ 円

８,０００ 円

４,８７０ 円

４,８７０ 円

４,８７０ 円

５,０００ 円

８ 時 間

８ 時 間

〃

10アール（積込み含む）

〃

８ 時 間

〃

〃

１メートル

〃

葉 た ば こ

に ん に く

除 袋 ・ 葉 つ み

収 穫

堆 肥 散 布 機
・この賃金は、20歳以上70歳までを基準とします。
・男女同額とします。　・賄いはありません。

※　この賃金表は、ごく普通の農地についての賃金ですので、地域・その他の
　　実情などを考慮し、この額を基準として両者で協議のうえ決めてください。

せ ん 定

摘 果 ・ 袋 か け

一 般 作 業

長芋掘り（人手）

ト レ ン チ ャ ー

基準単位 賃　　　金

畑

果
　
　
樹

参
考

摘
要

●問い合わせ先　　農業委員会事務局　℡６２ － ２１１１　内線４３１
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■
浅
田
保
育
所
（
瓦
吹
政
春
前

所
長
）
で
は
、
五
戸
プ
ル
タ

ブ
の
会
（
三
浦
ゑ
み
会
長
）

に
プ
ル
タ
ブ
約
40
キ
ロ
を
贈

り
ま
し
た
。
同
会
は
集
め
た

プ
ル
タ
ブ
を
車
い
す
に
換
え
、

病
院
な
ど
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

５ 月 の 納 期 

納
期
限
５
月
31
日

 

固
定
資
産
税
第
１
期

 

軽
自
動
車
税
全
期

№135

「
村
ま
つ
り
　
今
と
昔
③
五
戸（
下
）」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,１４５人　（－40）

　女　１０,８６７人　（－48）

総人口２１,０１２人　（－88）

世帯数１６，９０７世帯（－５）

平成18年４月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

上大町若者中の山車（Ｍ38．旧７．23）

川原町の山車と若者たち（Ｓ５．９．14）

　
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
、
仏
寺
よ

り
神
社
を
尊
ぶ
風
潮
が
強
く
な
っ

た
。
大
政
奉
還
の
年
、
最
後
の
五

戸
代
官
松
原
順
太
夫
は
各
町
内
の

肝
煎（
世
話
人
）に
「
町
印
と
し
て

何
で
も
よ
い
か
ら
神
様
を
出
し
て
、

盛
ん
に
す
る
よ
う
に
」
と
呼
び
か

け
た
。
そ
こ
で
川
原
町
は
弁
才
天
、

博
労
町
は
鐘
馗
（
中
国
の
神
様
）

を
出
し
、
他
の
町
内
は
仮
装
行
列

で
賑
や
か
に
歩
い
た
と
い
う
。

　
享
保
年
間
に
稲
荷
宮
、
神
明
宮
、

蒼
前
宮
の
三
社
大
祭
と
し
て
お
神

輿
渡
御
が
中
心
の
祭
り
で
あ
っ
た

が
、
次
第
に
盛
大
に
な
り
、
明
治

中
ご
ろ
に
は
山
車
（
付
祭
り
と
呼

ん
だ
）
も
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
山
車
が
い
つ
か
ら
運
行
し
た

の
か
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

の
で
記
述
は
避
け
る
が
、
上
大
町

若
者
中
が
稲
荷
神
社
前
で
明
治
三

十
八
年
旧
七
月
二
十
三
日
に
撮
影

し
た
写
真
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
も

っ
と
古
い
写
真
が
な
い
か
と

探
し
て
い
る
）。

　
明
治
中
期
の
五
戸
三
社
大

祭
は
と
て
も
賑
や
か
だ
っ
た
。

楠
木
正
成
や
金
太
郎
な
ど
が

登
場
。
上
大
町
や
川
原
町
は

角
灯
ろ
う
、
軒
花
で
と
て
も

美
し
か
っ
た
。
山
車
は
高
さ

八
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト

ル
の
大
型
で
あ
っ
た
。

　
六
町
内
全
部
が
揃
っ
た
例

は
な
く
二
、
三
台
だ
け
で
運

行
。
山
車
は
若
者
連
中
が
好
き
で

製
作
し
た
（
青
年
団
、
自
治
会
は

な
か
っ
た
）。
こ
れ
が
明
治
末
期

ま
で
続
い
た
が
、凶
作
の
年
は
運

行
を
中
止
。
昭
和
九
年
ご
ろ
ま
で

は
五
台
以
上
運
行
し
た
例
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
三
日
間
、
祭
典
係
は
灯
ろ
う
に

ロ
ウ
ソ
ク
を
配
っ
て
町
内
を
明
る

く
し
、
稲
荷
神
社
の
境
内
で
は
盆

踊
り
が
夜
明
け
ま
で
続
い
た
。
灯

ろ
う
は
個
人
で
付
け
た
り
、家
の

軒
に
は
数
本
花
を
飾
り
、
ま
る
で

花
盛
り
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
。

　
大
正
時
代
は
、
太
鼓
は
小
さ
い

が
山
車
に
は
子
ど
も
を
加
え
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
、
十
六
、
七
歳
以

上
の
男
子
だ
け
で
、
女
子
は
ほ
と

ん
ど
参
加
し
な
か
っ
た
。
子
ど
も

が
山
車
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
昭
和
初
期
ご
ろ
で
あ
る
。

　
山
車
の
掛
け
声
は
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
。

　
人
形
師
と
い
っ
て
も
素
人
ば
か

り
で
、
猪
の
目
玉
は
ラ
ン
プ
、
毛

は
筆
で
間
に
合
わ
せ
た
。
一
番
熱

心
な
の
は
上
大
町
。
し
か
し
、
大

正
二
年
十
一
月
二
十
一
日
の
五

戸
大
火
で
三
社
大
祭
用
の
装
飾

品
や
え
ん
ぶ
り
道
具
は
全
部
焼

失
。
翌
三
年
の
お
祭
り
は
八
戸

か
ら
借
り
て
参
加
し
た
。

　
鶏
舞
は
金
ケ
沢
、
舘
町
、
四

和
滝
沢
。
駒
踊
は
石
沢
。
獅
子

舞
は
金
ケ
沢
、
中
市
、
鳥
沼
新

田
、
浅
水
、
伝
法
寺
な
ど
で
行

列
は
賑
わ
っ
た
。

　
戦
後
は
五
戸
三
社
例
大
祭
と

な
り
九
月
四
日
か
ら
三
日
間
だ
っ

た
が
、
八
戸
三
社
大
祭
の
日
程
変

更
に
よ
っ
て
、
五
戸
は
九
月
一
日

か
ら
三
日
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

参
加
す
る
町
民
の
職
種
が
違
う
こ

と
か
ら
、
最
終
日
は
日
曜
日
を
入

れ
て
運
行
、
五
戸
ま
つ
り
と
改
め

た
。
そ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
山
車
と
祭
ば
や
し

の
審
査
表
彰
を
祭
り
中
日
に
図
書

館
広
場
で
行
っ
て
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

こ
し
と
ご

つ
け
ま
つ

き
も
い
り

し
ょ
う
き

み


